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(単位 ： 円)
Ⅰ収入の部 07年度決算 前年度決算 前年度比
　基本財産利息収入 86,109 16,200 69,909
　特定資産配当金収入 7,571,351 7,850,457 ▲ 279,106
　寄 付 金 収 入 57,584,679 40,212,596 17,372,083
　　指定寄付金 11,551,444 2,510,501 9,040,943

　　一般寄付金 46,033,235 37,702,095 8,331,140

　雑   　収　   入 3,355,901 4,322,617 ▲ 966,716
収　入　合　計 68,598,040 52,401,870 16,196,170

Ⅱ支出の部
　事業費支出 43,196,708 30,127,378 13,069,330
　　指定寄付事業費 11,881,961 2,144,595 9,737,366

　　児童福祉費 4,672,560 4,459,450 213,110

　　障害者福祉費 2,445,532 2,605,482 ▲ 159,950

　　医療福祉費 300,000 0 300,000

　　福祉団体助成費 6,040,105 4,855,605 1,184,500

　　啓発事業費 2,171,582 － 2,171,582

　　歳末事業費 14,275,842 14,246,466 29,376

　　毎日福祉顕彰費 1,409,126 1,815,780 ▲ 406,654

　管理費支出 13,188,450 12,807,925 380,525
  退職給与引当金 10,000,000 0 10,000,000

支　出　合　計 66,385,158 42,935,303 23,449,855
Ⅲ投資活動運用収入 1,799,706 0 1,799,706
当 期 収 支 差 額 4,012,588 9,466,567 ▲ 5,453,979
前期繰越収支差額 52,930,937 47,416,361 5,514,576
次期繰越収支差額 56,943,525 56,882,928 60,597

2007(平成19)年度収支決算

　 

財
団
法
人
・
毎
日
新
聞
西
部
社
会
事
業
団(

理
事
長
、
淵
上
忠
之
・

毎
日
新
聞
西
部
本
社
代
表)

の
08
年
の
定
例
理
事
会
と
評
議
員
会
が

３
月
と
５
月
に
開
催
さ
れ
、
約
４
千
万
円
規
模
の
08
年
度
事
業
計
画

と
そ
の
た
め
の
予
算
、
07
年
度
事
業
報
告
と
決
算
が
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
移
行
申
請
が
12
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
の
に
伴
い
、
事
務
局
の
組
織
強
化
も
承
認
さ
れ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
研
修

会
へ
助
成
す
る
ほ
か
、

「
母
の
日
・
父
の
日
募

金
」
を
財
源
に
、
福
岡

市
に
新
設
さ
れ
た
児

童
養
護
施
設
退
所
後

の
自
立
援
助
ホ
ー
ム

に
資
金
援
助
す
る
。

　
【
障
害
者
福
祉
事

業
】
助
成
事
業
が
中

心
。
障
害
者
を
対
象

08
年
度
事
業
　

約
４
千
万
円
規
模

理  

事 

会

評
議
員
会

事
務
局
の
組
織
強
化
も
承
認

　
【
医
療
福
祉
事
業
】

小
児
が
ん
な
ど
で
入

院
す
る
子
ど
も
た
ち

の
付
き
添
い
家
族
に
、

宿
泊
施
設
を
提
供
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
助
成
す
る
。

　
【
福
祉
団
体
助
成

事
業
】
福
岡
、
北
九

に
し
た
交
流
キ
ャ
ン
プ

や
水
泳
、
風
船
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
車
椅
子

ダ
ン
ス
、
車
椅
子
テ
ニ

ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
盲
学
校
弁
論
大

会
な
ど
の
文
化
行
事

な
ど
、
今
年
度
も
20

件
以
上
助
成
す
る
。

　
【
指
定
寄
付
事
業
】

使
途
が
限
定
さ
れ
た

募
金
事
業
で
、
海
外

難
民
救
援
金
、
小
児

が
ん
征
圧
募
金
の
ほ

か
、
大
規
模
災
害
被

災
者
救
援
金
が
そ
れ

に
あ
た
る
。
現
在
、
大

規
模
な
被
害
・
犠
牲

が
出
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ

ー
・
サ
イ
ク
ロ
ン
と
中

国
・
四
川
大
地
震
の

救
援
金
を
募
集
中
。

　
【
児
童
福
祉
事
業
】

施
設
児
の
入
学
・
卒

業
祝
い
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
は
じ
め
、
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
や

州
、
佐
賀
、
大
分
の
「

い
の
ち
の
電
話
」
や
ホ

ー
ム
レ
ス
支
援
団
体
、

交
通
遺
児
を
支
え
る

会
、
九
州
盲
導
犬
協

会
、
あ
し
な
が
育
英

会
な
ど
前
年
度(

17

団
体)

並
み
に
助
成

す
る
方
針
。

　
【
歳
末
事
業
】
歳
末

助
け
合
い
募
金
「
愛
の

義
援
金
」
と
歳
末
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
「
全
国
寄

贈
書
画
・
陶
工
芸
品

即
売
展
」
を
例
年
通

り
開
催
す
る
。
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
即
売
展
は

12
月
６
、
７
日
の
北
九

州
展
を
ス
タ
ー
ト
に

山
口
、
福
岡
各
展
を

各
２
日
間
ず
つ
、
順

次
、
開
催
す
る
。

　
07
年
度
の
事
業
報

告
と
収
支
決
算
は
５

金
援
助
し
た
も
の
。

　
決
算
関
係
で
は
、
収

入
の
柱
と
な
る
寄
付
金

収
入
が
、
前
年
度
比
１

７
３
７
万
余
円
増
の
５

７
５
８
万
余
円
と
や
や

好
転
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
収
入
総
額
も
同
約
１

６
２
０
万
円
増
の
６
８
５

９
万
余
円
に
な
っ
た
。

支
出
は
海
外
救
援
金

な
ど
指
定
寄
付
事
業

が
１
１
８
８
万
余
円
、

福
祉
団
体
助
成
費
６
０

４
万
円
、
児
童
福
祉
費

４
６
７
万
円
な
ど
、
事

業
費
支
出
は
総
額
４
３

１
９
万
余
円
。
管
理
費

支
出
１
３
１
８
万
円
、

投
資
活
動
収
益
な
ど

を
含
め
た
収
支
差
額
４

０
１
万
余
円
は
翌
年
度

に
繰
り
越
し
た
。

寄
付
金
収
入
が
や
や
好
転

07
年
度

決
　 

算

青空の下　弾ける笑顔！
　児童養護施設や知的
障害児施設の子どもた
ちがスポーツやゲーム
を通じて交流する山口
県の第41回アイリンピッ
ク大会が５月31日、同
県防府市の防府スポー
ツセンターで開かれた。
毎日新聞西部社会事
業団も毎年、助成金を
出し、後援している。
　大会は５月の「児童福
祉月間」にちなんで開
催。県内各地から児童
福祉施設や障害児施

第
41
回
山
口
県
ア
イ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
く

設の子どもたち約２７００
人が参加。さわやかな
青空の下、大玉転がし
やリレーなど多彩な競
技が繰り広げられた。施
設対抗のムカデ競走で
は、転倒してもすぐさま
起き上がる選手たちの
頑張りに、観衆から温
かい声援と拍手が送ら
れた。ボランティア約１２
０人も介助などに活躍し
た。ある施設職員は「子
どもたちは普段と違う笑
顔だった」と話した。�

拍
手
と
歓
声
に
迎
え
ら
れ
て
ゴ
ー
ル

す
る
ム
カ
デ
競
走
の
選
手
た
ち

月
19
日
の
第
２
回
理
事

会
・
評
議
員
会
で
承
認

さ
れ
た
。

　
前
年
度
の
一
般
福
祉

事
業
は
47
件
、
う
ち
新

規
事
業
は
５
件
だ
っ
た
。

こ
の
中
で
、
あ
し
な
が

育
英
会
へ
の
助
成
は
、

初
め
て
受
け
付
け
を
始

め
た｢

母
の
日
・
父
の
日

募
金
」
を
原
資
に
し
た

も
の
で
、
募
金
総
額
の

半
分
58
万
円
余
を
助

成
し
た
。
ま
た
「
タ
イ
国

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の

助
成
は
、
熊
本
市
内
の

福
祉
関
係
者
に
よ
る
実

行
委
員
会
が
福
祉
を

学
ぶ
タ
イ
人
学
生
を
招

き
、
同
県
内
で
約
１
カ

月
間
、
福
祉
施
設
で
宿

泊
研
修
し
た
事
業
に
資

　小児がんなどと闘う子どもた
ちを励まそう――そんな願いを
込めた“生きる”小児がん征圧
「天使の泉」チャリティー・ワン
コイン・コンサートが６月８日、
佐賀県鳥栖市の中央公民館
で開かれ、出演した子どもたち
が会場で集めた小児がん征圧
募金９万３４３７円を当事業団
に届けてくれた。

　
「
生
き
る
」
は
、
毎
日
新
聞

と
毎
日
新
聞
社
会
事
業
団

が
96
年
か
ら
始
め
た
小
児

が
ん
征
圧
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
タ

イ
ト
ル
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
は

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
初
か
ら
参

加
し
て
い
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

の
清
水
康
子
さ
ん
や
椿
井

亘
さ
ん
、
岩
花
淑
子
さ
ん
、

津
軽
三
味
線
の
中
西
紫
鳳

さ
ん
ら
が
出
演
し
た
。
清
水

さ
ん
ら
の
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ゼ
リ

ゼ
」
「
百
万
本
の
バ
ラ
」
な
ど

の
澄
ん
だ
歌
声
が
会
場
内

に
響
き
、
訪
れ
た
約
４
０
０

人
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
フ

ィ
ナ
ー
レ
で
は
地
元
の
小
中

学
生
約
１
０
０
人
も
舞
台
に

上
が
り
、
椿
井
さ
ん
が
訳
し

た
シ
ャ
ン
ソ
ン
「
小
さ
な
言
葉

」
を
合
唱
し
た
。
「
天
使
の
泉

」
は
小
児
が
ん
征
圧
に
尽
力

し
た
俳
優
、
渡
哲
也
さ
ん
が

命
名
し
た
。

小児がん征圧
キャンペーン 届け！ボクらの願い

澄んだ歌声響く

「天使の泉」コンサート“生きる”
鳥栖市で
開　　　催

フィナーレで観客に手を振る子どもたちや出演者

小
児
が
ん
征
圧
募

金
の
07
年
度
配
分
贈

呈
式
が
３
月
、
毎
日
新

聞
福
岡
本
部
で
開
か

れ
、
小
児
が
ん
な
ど
の

病
気
と
闘
う
子
ど
も

た
ち
を
支
援
す
る
組

織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
、
医
療
福
祉
助

成
金
を
含
め
計
５
団

体
に
総
額
１
０
０
万
円

を
贈
呈
し
た
。

西
部
社
会
事
業
団

で
は
、
九
州
大
学
病
院

で
治
療
す
る
子
ど
も

た
ち
の
親
の
会
「
す
ま

い
る
」
（
北
九
州
市
、
益

田
千
歳
代
表
）
▽
久
留

米
大
学
病
院
で
の
小

児
が
ん
経
験
者
の
会
「

ス
マ
イ
ル
デ
イ
ズ
」
（
同

県
八
女
市
、
延
哲
也

代
表
）
▽
九
州
が
ん
セ

ン
タ
ー
で
治
療
の
子
供

総
額
　
万
円
を
贈
呈

07年度配分

100
助
成
金
含
め
５
団
体
へ

た
ち
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
ワ
タ
リ
西
日
本
」(

福

岡
市
、
高
木
洋
子
代
表)

▽

骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及

に
努
め
る
「
九
州
骨

髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡

会
議
」(

福
岡
市
、
北

村
猛
代
表)

の
計
４

団
体
に
70
万
円
を
贈

呈
。
こ
の
ほ
か
、
入
院

治
療
を
続
け
る
子
ど

も
た
ち
に
付
き
添
う

家
族
に
宿
泊
場
所
を

提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
「
福
岡
フ
ァ

ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
（
福

岡
市
、
徳
永
和
夫
代

表
）
に
は
30
万
円
の

医
療
福
祉
助
成
金

を
贈
っ
た
。

西
部
社
会
事
業
団
の
小
児

が
ん
征
圧
募
金
の
贈
呈
式

06
年
１
月
、
タ
イ
南
部

の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震

の
津
波
被
災
地
を
慰

問
公
演
し
た
際
、
現
地

の
福
祉
の
実
態
も
見

聞
。
が
、
貧
困
に
被
災

が
追
い
討
ち
を
か
け
、

福
祉
ど
こ
ろ
で
は
な
い

現
実
を
目
の
当
た
り

に
し
、
物
質
的
な
支
援

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

将
来
を
見
据
え
た
復

興
に
は
「
福
祉
分
野
の

人
材
育
成
が
欠
か
せ

な
い
」
こ
と
を
痛
感
。

帰
国
後
、
塘
添
さ
ん
は

「
福
祉
を
志
す
若
い
学

生
を
日
本
に
招
き
、

　
日
本
と
タ
イ
の
国

交
樹
立
１
２
０
周
年

の
今
年
、
熊
本
県
内

で
３
～
４
月
に
か
け

て
の
約
１
カ
月
間
、

タ
イ
国
の
大
学
生
を

招
い
た
初
め
て
の
福

祉
研
修
が
あ
っ
た
。

当
社
会
事
業
団
も

資
金
協
力
し
、
福
祉

関
係
者
に
よ
る
実
行

委
員
会
方
式
で
実

現
し
た
。

　
実
行
委
の
塘
添
亘

男
代
表
は
、
熊
本
市

の
人
形
劇
団
「
熊
本

た
け
の
こ
会
」
の
創

設
者
の
一
人
。
会
が

学
ば
せ
た
い
」
と
考
え
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
育

成
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
を
計
画
。
福
祉
関
係

の
知
人
、
友
人
ら
に
協

力
を
呼
び
掛
け
、
実
行

委
を
立
ち
上
げ
た
。

　
研
修
は
３
月
16
日
～

４
月
13
日
の
29
日
間
。

タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大

学
の
福
祉
学
部
の
学
生

や
大
学
院
生
計
６
人
が

来
日
、
熊
本
県
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

児
童
養
護
施
設
の
各
３

カ
所
に
分
散
宿
泊
し
な

が
ら
、
実
践
的
な
研
修

を
重
ね
た
。
学
生
の
一

人
は
「
日
本

の
よ
り
制
度

化

さ

れ
た

福

祉

を
タ

イ
の
仕

組

み
と
比

較

す

る
な
ど

研
究
し
て
み

た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

一

行

は
事

前
研
修
な

ど
を
経

た

後
、
２
人
ず

つ
３
班
に
分

か
れ
て
、
宿

泊
研
修
を

し
た
。

タ
イ
人
学
生
招
き
福
祉
研
修

本
事
業
団
も
資
金
協
力

熊本県内

研
修
の
開
始
前
に
母
校
・
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の

旗
を
手
に
記
念
撮
影
す
る
タ
イ
人
学
生
ら

　
07
年
11
月
、
世
界
最
貧
国
の
一
つ

と
い
わ
れ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
を

襲
っ
た
超
大
型
サ
イ
ク
ロ
ン
「
シ
ド
ル
」

に
よ
る
被
災
者
救
援
の
た
め
の
「
バ
ン

グ
ラ
水
害
救
援
金
」
は
08
年
３
月
末

ま
で
に
、
現
地
で
救
援
活
動
や
復
興

支
援
活
動
を
し
て
い
る
日
本
赤
十
字

社
や
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
を
は
じ
め
、

ジ
ャ
パ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
ア
ム
ダ

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
14
団

体
を
通
じ
て
、
全
国
各
地
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
１
５
６
６
件
、
１
９
４
３
万
３
３

４
４
円
を
被
災
地
に
届
け
た
。
西
部

社
会
事
業
団
へ
の
募
金
は
１
０
１
件
、

５
９
４
万
４
５
１
４
円
だ
っ
た
。

バ
ン
グ
ラ
水
害
救
援
金

１
９
４
３
万
余
円
贈
る

ミャンマー・サイクロンと四川
大地震の救援金をお願いします

　
毎
日
新
聞
社
と
毎
日
新
聞
社
会

事
業
団
は
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク
ロ

ン
救
援
金
」
と
「
四
川
大
地
震
救
援

金
」
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

・
サ
イ
ク
ロ
ン
救
援
金
」

か
「
四
川
大
地
震
救
援

金
」
と
明
記
し
て
、
〒
８

０
２
｜
８
６
５
１
　
北
九

州
市
小
倉
北
区
紺
屋

町
13
の
１
、
毎
日
新
聞

西
部
社
会
事
業
団
あ
て

に
現
金
書
留
か
郵
便
振

替(

０
１
７
７
０
・
２
・
４
０

２
１
３)

で
お
願
い
し
ま

す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
送
料
は
ご
負
担
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
勝
手
な
が
ら
物
品
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
。


